
安全性評価研究会 

冬のセミナー  2017 
臨床予測性向上へ向けた非臨床からの挑戦 
   

 セミナー内容（詳細は開催案内をご確認ください） 
講演： 
臨床医から見た腎毒性・障害評価法 

～新たなin vitro試験法の開発へ向けて～  

   喜多村真治先生（岡山大） 
肝臓三次元培養（仮題） 辰巳久美子先生（京都大） 
iPS細胞の安全性研究応用 

宮本憲優先生（エーザイ） 
PXBマウスを用いた薬理バイオマーカー評価 

新開健二先生（EAファーマ） 
次世代NOGマウスの開発と応用（仮題） 

高橋武司先生（実中研） 
企画： 
毒性質問箱   編集企画委員会 

今更聞けない薬物動態基礎 

ランチョンセミナー 

イブニングセッション 

開催日時：2017年12月2日（土） 
      9時50分～19時00分 
         （9時30分受付開始） 

場所：シミック株式会社 
      東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング 
JR、東京モノレール「浜松町」駅南口 徒歩5分  
 大江戸線・浅草線「大門」駅Ｂ2出口 徒歩8分  
ゆりかもめ「日の出」駅西口 徒歩6分 

 

主催：安全性評価研究会 http://tanigaku.jp/wp/ 

連絡先：03-5909-7028（事務局：スリーエスジャパン） 

参加費 会員：8,000 円、非会員：10,000 円 
参加申し込み・お問い合わせは当会事務局 阿部昌三（ tanigaku@3sjapan.co.jp ）まで 
お願いします。 
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